お断り

１．表題に共通語と方言の両方の意味がある時は、方言のみの意を記載してある。

例．ふね（船）は方言では棺の意がある。共通語の船の意味は略した。まける（負）は、方言での　値引するを記し、共通語の負けるを略してある。

２．記されている地名は、文献によるものであり、実際に調べたものでない。
３．地名は、三重の地名のみとし、その地名も志摩市を除いて、平成の合併以前のものであり、下記の略号を用いた。又、郡市別の後ろに（　）をつけた地名は、各郡市内の地域名である。
地名　略　志…志摩市、鳥…鳥羽市、桑市…桑名市、桑郡…桑名郡、員…員弁郡、四…四日市市、
三…三重郡、鈴市…鈴鹿市、鈴郡…鈴鹿郡、亀…亀山市、安…安芸郡、津…津市、一…一志郡、久…久居市、上…上野市、名…名賀郡、張…名張市、松…松阪市、飯…飯南郡、度…度会郡、伊…伊勢市、北…北牟婁郡、尾…尾鷲市、南…南牟婁郡、熊…熊野市

４．標題、会話中に「う」と書くべき所を「お」と記載している事が多いが、「う」が「お」と同じ様に、使用されているのであえて発音に近づけて記載した。

５．会話は、会話例であり全てを説明しているもので無い。

６．語の意味が２以上に及ぶ時の会話は、会話の前に小さく　１）２）…とつけ各々の意味を区別し、又使用されていた事を表した。

７．用例は、私自身が記憶のまま記したものであり、独断である。

８．会話の中に出てくる方言的表現には（　）をつけて、共通語で説明した。

９．取り上げた言葉、又会話の中には、現在の差別用語又禁止用語も出てくるが、非傍中傷の意はなく、過去の言葉、又現実社会に於て使用されている言葉として、これを省く事は、方言の、そして住民の過去を葬ることにもなりかねないのであえて記載した。他意は無い。
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